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研究成果の概要（和文）：緑地整備とコンパクトシティ誘導施策の導入を考慮し，わが国の地方広域都市圏にお
いて，GISとリモートセンシング技術を併用することにより，詳細な空間スケールで都市密度評価を行うことを
目的とした．各地方広域都市圏内の都市密度を詳細な空間スケールで把握し，主に中心部の都市密度が高い地域
では緑地整備方策に加えて都市環境保全対策等，郊外部の都市密度が低い地域では都市の郊外化・スプロール化
抑制などのコンパクトシティ誘導施策等の都市・地域計画制度上の導入可能な改善策を地区単位で具体的に提言
した．

研究成果の概要（英文）：This study aimed to evaluate the urban density considering open space 
improvement and introduction of compact city development policies in local greater metropolitan 
areas in Japan. First of all, this study grasped the degree of urban density on a small spatial 
scale in each local greater metropolitan area. Secondly, based on the results, this study concretely
 proposed the remedial measures on a district level which can be introduced within the limits of the
 urban and reginal planning systems in Japan. Specifically, this study proposed the open space 
improvement policies in addition to the measures for urban environmental conservation in 
high-density areas, and the compact city development policies such as control of suburbanization and
 urban sprawl in low-density suburban areas.
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１．研究開始当初の背景 
アジアの諸都市の中心部は欧米よりも著
しく高密度であり，緑地不足が深刻であるこ
とが従来から指摘されてきたが，緑地は二酸
化炭素吸収・酸素供給，水分蒸散，大気浄化，
都市気象の緩和などの環境保全機能に加え
て，レクリェーション，防災，景観形成など
多様かつ貴重な機能を持つため，都市環境の
重要な構成要素であることが広く認識され
ている．一方，郊外部では低密度な市街地が
無秩序に拡散することでスプロール化現象
が生じ，緑被地の減少, 都市基盤整備の負担
増加等の問題が深刻化している． 
以上の問題に対してわが国では，都市環境
保全のために阪神・淡路大震災等の教訓も踏
まえて緑地を基盤とした都市づくりが必要
であることと，年々深刻化する人口減少・高
齢化対策，冬季の積雪対策だけではなく，東
日本大震災後は減災対策としてもコンパク
トシティの形成を推進することが強く主張
されている．また日本学術会議（2008，2012）
の提言でも，自然と人間の持続可能な共生の
ための土地利用の重要性が示されている．し
たがってわが国の都市では，土地利用におけ
る緑地の役割の重要性とコンパクトシティ
形成の必要性の双方を十分に考慮し，都市圏
全域を対象として詳細な都市密度評価を行
う必要があるといえる． 
研究代表者は以上の学術的・社会的意義，
後述する国内外の研究動向を考慮し，約 20
年間にわたって GIS 等の情報システムを利
用した土地利用及び緑地評価についての研
究に取り組んできた．まず学位論文では東京
大都市圏において，地域の昼夜間人口密度分
布を考慮して地域防災性指標としての公共
的緑地の充足度評価を行い，防災機能に着目
した緑地整備方策について提言した．その後
の 6年間は京阪神大都市圏での土地利用の解
析評価に取り組み，滋賀県琵琶湖総合保全整
備計画に対して土地利用を基盤とした総合
保全を提言した． 
平成 14 年度以降は 7 件の研究プロジェク
トにより，GISとリモートセンシング技術を
利用した都市圏における密度指標としての
緑地の充足度及び配置計画の評価について
の研究に着手し，国内外の学会で一連の研究
成果を発表してきた．まず若手研究Ｂ（平成
14～16年度，17～18年度）と基盤研究（Ｃ）
（平成 19～21 年度）では，アジア諸国の広
域都市圏での公共的緑地の充足度評価を行
って特に東京圏は都市密度が極めて高いこ
とを示し，わが国の広域都市圏での主に都市
計画制度上の改善策を地区単位で提言した．
次に（財）堀情報科学振興財団研究助成（平
成 17年度）では中部大都市圏，（財)住友財団
研究助成（平成 18～19 年度）では東京及び
京阪神大都市圏における公共的緑地の充足
度評価を行い，地域環境保全の視点から緑地
整備方策を提言した．さらに基盤研究（Ｃ）
（平成 22～24 年度）では地方四大広域都市

圏での公共的緑地の配置計画の評価を行っ
て都市・地域計画制度上の改善策を地区単位
で提言し，循環型社会形成推進科学研究費補
助金（平成 23～24 年度）では北海道で郊外
部での市街化抑制と全域での森林保全のた
めの土地利用規制の評価を行った．これらの
研究成果から，地方広域都市圏でも三大都市
圏と同様な土地利用問題が発生し，都市密度
が高い地域での緑地整備に加えて，コンパク
トシティの形成も必要不可欠であることが
示された． 
 
２．研究の目的 
以上で示した研究代表者のこれまでの研
究成果を基盤とし，緑地整備とコンパクトシ
ティ誘導施策の導入を考慮し，わが国の地方
広域都市圏において，GISとリモートセンシ
ング技術を併用することにより，詳細な空間
スケールで都市密度評価を行うことを目的
とする．具体的には昼夜間人口密度，市街地
等の面積割合，建物密度，建蔽率・容積率な
どを都市密度評価指標として，緑地量との関
連性に着目して詳細な空間スケールで解析
し，特に郊外部では農地や森林等の他の緑被
地分布との近接性も考慮して，中心部からの
距離帯ごとに都市密度評価を行う． 
さらに評価結果を基に，(1)研究代表者のこ
れまでの研究成果を踏まえて，国内外の広域
都市圏と比較することで各地方広域都市圏
の都市密度分布の特性を把握する．(2)GISと
リモートセンシング技術により，各地方広域
都市圏内の都市密度を詳細な空間スケール
で把握し，これまでの国内外での調査結果と
研究成果等を基に，主に中心部の都市密度が
高い地域では緑地整備方策に加えて都市環
境保全対策等，郊外部の都市密度が低い地域
では都市の郊外化・スプロール化抑制などの
コンパクトシティ誘導施策等の都市・地域計
画制度上の導入可能な改善策を地区単位で
具体的に提言する． 
 
３．研究の方法 
本研究では研究期間（平成 26～28 年度）
内の研究計画を,以下のように 10段階のプロ
セスに分けて立案した．  
平成 26年度：予備段階 
段階１．研究の構成及び手順の確立 
段階２．予備調査 
段階３．評価の枠組み及び評価方法の開発 
段階４．電子地図データベースの構築 
平成 27年度：評価段階 
段階５．GISとリモートセンシング技術を
利用した都市密度評価 
段階６．評価結果の分析・考察 
平成 28年度：総括段階 
段階７．評価結果の総括と改善策の提言 
段階８．研究成果のまとめ 
段階９．研究成果の発表 
段階１０．今後の研究課題の抽出 
 



４．研究成果 
まず平成 26 年度には，(1)本研究の研究調
書の内容を基に，研究の構成と手順を確立し
た上で予備調査を行った．図 1に示すように，
主にヨーロッパ諸国の広域都市圏との比較
を行った．図 2は，ヨーロッパ諸国の広域都
市圏でコンパクト性が最も高いアムステル
ダム都市圏を示している．(2)研究代表者のこ
れまでの研究成果を基盤として，評価の枠組
み及び評価方法を開発するとともに，(3)解析
評価で利用する電子地図データベースを構
築した．図 3は，電子地図データベースの例
として，行政界，土地利用，人口などに関す
る電子地図データを用いたデータベース構
築プロセスを示している． 
 

 
図 1 日本及びヨーロッパ諸国の比較対象とした
国々 

 

 
図 2 コンパクトシティとしてのアムステルダム
広域都市圏 

 

 
図 3 電子地図データベース構築プロセス 

 
平成 27年度には，(1)GIS等を利用して都

市密度評価を行い，(2)評価結果の分析・考察
を行うとともに，評価結果とこれまでの研究
成果を基に，国内外の大都市圏や地方広域都
市圏との比較を行うことにより，研究対象地
域の都市密度分布の特性を把握した．具体的
には昼夜間人口密度，市街地等の面積割合，
建物密度，建蔽率・容積率などを都市密度評
価指標として，緑地量との関連性に着目して
詳細な空間スケールで解析し，特に郊外部で
は農地や森林等の他の緑被地分布との近接
性も考慮して，中心部からの距離帯ごとに都
市密度評価を行った．図 4～6 には，評価結
果の例として，青森広域都市圏，仙台広域都
市圏，札幌広域都市圏における人口密度を指
標とした都市密度評価結果を示した． 
 

 
図 4 青森広域都市圏における人口密度を指
標とした都市密度評価結果 

 

 

図 5 仙台広域都市圏における人口密度を指標と
した都市密度評価結果 

 

 
図 6 札幌広域都市圏における人口密度を指標と
した都市密度評価結果 

 



平成 28 年度には，(1)評価結果を総括した
上で，研究代表者のこれまでの調査結果と本
研究成果等を踏まえて改善策を提言し，(2)
研究成果を取りまとめて国内外の学会での
研究発表，研究論文の投稿を行い，今後の研
究課題を抽出した．GISとリモートセンシン
グ技術により，各地方広域都市圏内の都市密
度を詳細な空間スケールで把握し，これまで
の国内外での調査結果と研究成果等を基に，
主に中心部の都市密度が高い地域では緑地
整備方策に加えて都市環境保全対策等，郊外
部の都市密度が低い地域では都市の郊外
化・スプロール化抑制などのコンパクトシテ
ィ誘導施策等の都市・地域計画制度上の導入
可能な改善策を地区単位で具体的に提言し
た． 
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